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1 電源スイッチとランプの位置 


次の図および表に、電源コントロールとランプの位置を示します。 




名称 

説明 


(1) 

内蔵ディスプレイスイッチ 

ノートブックコンピュータの電源が入つた状態でディスプ 
レイを閉じると、電源が切れます。 

口） 

電源ランプ* (2) 

点灯 

:コンピュータの電源がオンの状態です。 



点減 

:コンピュータはスタンバイ状態です。 



消灯 

す。 

:コンピュータの電源がオフのが態または休止が態で 

(3) 

電源ボタン 

コンピュータの電源のが態に応じて、次のように機能しま 
す。 



• 

オフの場合は、このボタンを押すとコンピュータの電 
源がオンになります。 



• 

オンの場合は、このボタンを押すと休止状態になりま 
す。 
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名称 

説明 


■ スタンバイが態の場合は、このボタンを短〈巧すとス 
タンバイが終了します。 

■ 休止が態の場合は、このボタンを短〈押すと休止が態 
が終了します。 

コンピュータが応答しなくなったために Microsoft ® 
Windows ® のシャットダウン手順を実行できない場合、コ 
ンピュータの電源をオフにするには、電源ボタンを5秒 lit 
上押し続けます。 

(4) Fn + F 3 キー 

スタンバイを開始します。 

(5) バッテリランプ 

黄色：バッテリパックは充電中です。 

緑：バッテリパックは、ほぼ完全に巧電されています。 

黄色の点滅：電源にバッテリパックのみを使用している 
場合にローバッテリ状態になると、バッテリランプが点滅 
します。完全を口ーパ'ッテリ状態になると、バッテリラン 
プが高速に点減し始めます。 

消打：コンピュータが外部電源に按続されている場合、コ 
ンピュータに装着されているすべてのバッテリパックが完 
全に充電されると、このランプは消灯します。コンピュー 
夕が外部電源に接続されていない場合、ローバッテリ状態 
になってもこのランプは消灯したままです。 


*2 つの電源ランプがあり、どちらも同じ情報を表示します。電源ボタンのランプが見えるのは、 
コンピュータを開いているときのみです。その他の電源ランプはコンピュータ前面の常に見える場 
巧にあります。 
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電源 


このコン ピュータは内部または外部 AC 電源でも動作します。次のまは、一般的な作業に適した電源 
を示しています。 


^ を記 古い AC アダプタは使用できません。 


推奨される電源 


• コンピュータに装着した充電済みバッテリパッ 

ク 

• la 下のデバイスのいずれかで供給される外部電 
源： 

• コン ピュータに付属の AC アダプタ 

• 別売のドッキングデバイス 

• 別売電源アダプタ 


バッテリパックの充電または調整 

な下の外部電源 


• 

コンピュータに付属の AC アダプタ 


• 

別売のドッキングデバイス 


• 

別売電源アダプタ 


/\ 警告！ 飛行機の機巧では、バッテリパッ 
* ~ 、り を充電しないでください。 

システムソフトウエアのインスト 
ールや変更、または CD や DVD 
への書き込み 

お下の外部電源 

• コンピュータに付属の AC アダプタ 


• 

別売のドッキング了’バイス 


• 

別売電源アダプタ 


作業 

ソフトウエアの使用 
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AC アダプタへの接続 


A 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、必ずな下のを意事項を守ってください。 

電源コードは、製品の近くの手が届きやすい場所にある電源コンセントに差し込んでくださ 
い。 

コンピュータへの外部電源の供給を完全に遮断するには、電源を切った後、電源コードをコン 
ピュータからではなくコンセントからないてください。 

を全に使用するため、必ず電源コードのアース端子を使用して接 i 也してください。2ピンのア 
ダプタを接続するなどして電源コードのアース端子を無効にしないでください。アース端子は 
重要なを全上の機能です。適切に接地していないと感電する可能性があります。 

コンピュータを外部 AC 電源に接続するには、次の手順を行います。 

1. AC アダプタをコンピュータの電源コネクタ （1) に接続します。 

2. 電源コードを AC アダプタ （2) に接結します。 

3. 電源 コー ドの反対側の端を AC コンセント （3) に接続します。 
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3 スタンバイと休止状態 


スタンバイおよび休止が態は、電源を節約し、起動時間を短縮する省電力機能であり、手動または自 
動で起動できます。詳細については、 「 スタンバイ、休止化熊、またはシャットダウンの開始 Iを参 
照してください。 


スタンバイ 


A を意 バッテリの完全な放電を避けるため、スタンバイ状態を長時間続けないで〈ださい。コ 
ンピュータを外部電源に接続してください。 


スタンバイ時は、使用中でないシステムコンポーネントの消費電力が低下します。スタンバイを開始 
すると、作業中のデータはランダムアクセスメモリ （RAM) に保存され、画面が消去されます。コン 
ピュータがスタンバイ状態の場合、電源ランプが点滅します。スタンバイから復帰すると、画面は作 
業を中止する前の状態に戻ります。 


/\ を意 情報の消失を防ぐため、スタンバイを開始する前に作業データを保存してくださし、。 
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休止状態 


A を意 休止状態のときにコンピュータの設定を変更すると、休止状態から復帰できなくなる場 
合があります。コンピュータが休止状態のときは、な下のを意事項を守ってください。 

別売のドッキングデバイスにコンピュータをドッキングまたはドッキング解除しないで〈ださ 
い。 

メモリモジュールの増設や取り外しを行わないでください。 

ハードドライブまたはホディスクドライブの挿入や取り出しを行わないでください。 

外付けデバイスを接続または切断しないでください。 

外付けメディアカードの挿入や取り出しを行わないで〈ださい。 


休止状態では、作業中のデータはハードドライブ上の休止が態ファイルじ保存され、コンピユータが 
シャットダウンされます。電源ランプはナフになります。休止状態から復帰すると、画面は作業を中 
止する前の状態に戻ります。電源巧入時パスワードが設定されている場合、休止が態からの復帰時に 
パスワードを入力する必要があります。 


/\ ミ主意 情報の消失を防ぐため、休止状態を開始する前に作業データを保存してください。 


休止状態は無効にすることができますただし、無効にすると、口ーバッテリ状態のとき、電源がオン 
の間、またはスタンバイが開始したときに作業データは自動保存されません。 

休止 状態を再度有効にするには、 Microsoft® Windows® の[コントロールパネル]の [電源 オプション] 
を使用します。 

▲ [スタート > コントロールパネル > パフナーマンスとメンテナンス > 電源オプション > 休止が 
態]タブを選択します。 

[休止状態をち効にする]チェックボックスがオンになっていることを確認します。 

休止状態を開始するまでの時間を設定するには、次の手順を行います。： 

1. [スタート > コントロールパネル > パフォーマンスとメンテナンス > 電源オプション]を選巧し 

ます。 

2. [システム休止状態]-覧から時間をクリックします。 
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スタンバイ、休止状態、またはシャットダウンの開始 

ここでは、スタンバイ、休止状態、およびシャットダウンを実行するタイミングについて説明しま 
す。 



ミ主記 コンピュータがスタンバイまたは休止状態の間は、一切のネットワーク通信やコンピュ 
ータ操作を開始できません。 


作業を一時中断するとき 

スタンバイを開始すると、作業中のデータはランダムアクセスメモリ （RAM) に保巧され、画面が消 
去されます。コンピュータがスタンバイ状態の場合、電源オン状態のときよりも電力消費が少なくな 
ります。スタンバイから復帰すると、画面はすぐに作業時の状態に戻ります。 

休止状態を開始すると、作業中のデータはハードドライブ上の休止状態ファイルに保巧され、コンピ 
ュータがシャットダウンされます。休止状態では、スタンバイ状態のときよりもさらに消費電力が少 
なくなります。 

コン ピュータを長期間使わず、外部電源から切断する場合、 コン ピュータをシャットダウンし、バッ 
テリパックを取り外すとバッテリパックの寿命が延びます。バッテリパックの保管についての詳細 
は、 「 バッ テリパックのイ呆管 I を参照してください。 

安定した電源がないとき 

特に、外部電源を使用できず、コンピュータをバッテリ電源で使巧している場合には、休止が態が有 
効になっていることを確認してください。休止状態でバッテリパックが故障した場合、作業中のデー 
夕は休止状態ファイルに保存され、コンピュータがシャットダウンされます。 

電源が不明な場合は、作業を中断するときにな下のいずれかの操作を実行してください。 

• 作業データを保をしてからスタンバイを開始する。 

• 休止状態を開始する。 

• コンピュータをシャットダウンする。 
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無線通信（一部のモデルのみ)、または読み取りまたは書き込み可能メデ 
イア（一部のモデルのみ)の使用時 


A ミ主意 才ーディオおよびビデオの劣化や再生機能の損失を防ぐため、 CD 、 DVD 、 外付けメデ 
ィアカードの読み取りまたは書き込み中にスタンバイまたは休止状態を開始しないでくださ 
し、。情報の消失を防ぐため、 CD 、 DVD 、 外付けメディアカードの読み取りまたは書き込み中 
にスタンバイまたは休止状態を開始しないでください。 


スタンバイおよび休止状態は、 Bluetooth ® と WLAN 通信機能の使用、およびメディアと干渉します。 
な下の点にを意してください。 

• コンピュータがスタンバイまたは休止状態の場合、 Bluetooth または WLAN 通信を開始できませ 
ん。 

• メディア （ CD 、 DVD 、 外付けメディアカードなど）の再生中に誤ってスタンバイまたは休止状態 
を開始した場合、次のことが発生します。 

• 巧生が中断する場合があります。 

• 「コンピュータが休止またはスタンバイ状態になると、再生は停止します。再生を再開する 
には、[巧生]をクリックします。コンテンツは最初から巧生されます。続行しますか？」と 
いう警告メッセージが表示される場合があります。[いいえ]をクリックします。 

• メディアを再起動し、才ーデイオまたはビデオの再生を再開しなければならない場合があり 
ます。 
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4 デフナルトの電ミ原設定 


ここでは、デフオルトのスタンバイ、休止状態、およびシャットダウンの手順について説明します。 
コンピュータの電源機能の変更についての詳細は、 「 雷 源オプション I を参照してください。 

この章で説明しているコントロールやランプの図については、 r 雷源スイツチとランプの位置 I を参 
照してください。 


コンピュータまたはデイスプレイ電源のオン/オフの切り替え 


作業 

手順 

結果 

コンピユータの電源を入れ 

電源ボタンを押します。 

• 電源ランプが点灯します。 

• オペレーテイングシステムが口 
—ドされます。 

コンピユータをシャツトダウ 

1. 作業中のデータを保存して、開いているす 

* 電源ランプがオフになります。 

ンする。* 

ベてのアプリケーシヨンを閉じます。 



2. オペレーテイングシステムで[スタート> 
終了オプション > 電源を切る]*を選巧し 


オペレーテイングシステムがシ 
ヤツトダウンされます。 


て、コンピュータをシャットダウンしま • コンピュータの電源がオフになり 


す。 


ます。 


ま記 システムが応答しな〈なり、 
上記の手順でシャツトダウンできな 
い場合は、 「 緊急 シャツトダウンの 
手順」 を参照してください。 


電源オンの状態でディスプレコンピュータを閉じます。 コンピュータを終了すると、ディスプ 

イをオフにする。 レイスイツチが動作してスタンバイが 

開始されます。 


* ネットワークドメインに登録している場合、[コンピュータの終了]ではなく、[シャットダウン]をクリックします。 
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緊急シャットダウンの手順 

/\ ま意 緊急シャットダウンの手順を実行すると、保存していない情報は失われます。 

コンピュータが応答しなくなり、 Windows の通常のシャットダウン手順を巧巧できない場合は、な下 
の手順に従って緊急シャットダウンしてください。 

• Ctrl + Alt + Del キーを押し、[シャットダウン > 電源を切る]を選択します。 

• 電源ボタンを5秒な上押し続けます。 

• コンピュータを外部電源から切断し、バッテリパックを取り外します。バッテリパックの取り 
外しおよび保管についての詳細は、 r バッテリパック I を参照してください。 
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デフオルトの電源設定 
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スタンバイの開始またはスタンバイからの復帰 
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作業 手順 結果 


スタンバイを開さ台する。 • コンピュータの電源をオンにして、 Fn + F 3 • 電源ランプが点減します。 

キーを押します。 

♦ 画面が消去されます。 

。 [スタート > コンピュータの終了 >スタンパ 
イ r を選キ尺します。 

Windows XP Professional で[スタンバイ] 

が表巧されない場合： 

a . 下矢印をクリックします。 

b . -覧からにタンバイ]を選がします。 

C. [ OK ] をクリツクします。 


自動スタンバイを開始する。操作は不要です。 • 

• コンピュータをバッテリ電源で使用してい • 
る場合、スタンバイはコンピュータがホア 

クティブになってから10分後に開始されま 
す（デフオルト設定)。 

* コンピュータを外部電源に接続している場 
合、スタンバイはコンピュータがホアクテ 
ィブになってから25分後に開始されます 
(デフオルト設定)。 


を記 電源設定およびタイムアウトは 
四 Windows コント ロール パネルの障源才 
プシヨン]で変更できます。 


ユーザーが開始したスタンバ電源ボタンを押します。 
イまたは自動的に開始したス 
タンバイから復帰する。 


* ネットワークドメインに登録している場合、[コンピュータの終了]ではなく、[シャットダウン]をクリックします。 


* 電源ランプが点灯します。 

* 画面は作業時のが態に戻ります。 


電源ランプが点減します。 
画面が消去されます。 


スタンバイの開始またはスタンバイからの復帰 11 










休止状態の開始または休止状態からの復帰 

休止状態を開始するには、まず休止状態を有効にする必要があります。休止状態はデフオルトで有効 
になっています。 

休止状態が有効になっているかどうかを確認するには、[スタート > コント□—ルパネル>パフオー 
マンスとメンテナンス > 電源オプション >休止状態]タブを選択します。休止状態が有効な場合は、 
[休止が態を有効にする]チてックボックスがオンになっています。 


作業 手順 おま 


休止が態を開始する。 ■ 電源ボタンを押します。 • 電源ランプがオフになります。 

■または- ■ 画面が消’去されます。 

• [スタート > コンピユータの終了]•を選が 
し、 Shift キーを押しながら[休止が態]を 
選がします。 

Windows XP Professional で[休止状態]が 
表不されない場合： 

a . 下矢印をクリックします。 

b . —覧から[休止が態]を選択します。 

C. [ OK ] をクリツクします。 


休止が態を自動的に開始す操作は不要です。コンピュータをバッテリ電源で ♦ 
る（休止状態がち効な場合)。実行している場合は、 Ja 下のいずれかの場合に休 

止状態が開始されます。 • 

• コンピュータが非アクテイブになってから 
30分後 

• バッテリパックが完全なローバッテリが態 
になったとさ 


を記 電源設定およびタイムアウトは 
の Windows コントロールパネルの[電源才 
プシヨン]で変更できます。 


ユーザーが開始した休止状態電源ボタンを押します。 
または自動的に開始した休止 
状態から復帰する。 


* ネットワークドメインに登録している場合、[コンピュータの終了]ではなく、[シャットダウン]をクリックします。 

十深刻なローバッテリ状態になったために休止状態が開始された場合は、外部電源を接続するか、充電済みのバッテリ 
パックを装着してから電源ボタンを押してくださし M 放電したバッテリパックのみを電源に使用している場合、システ 
ムは応答しない可能性があります)。 


• 電源ランプが点灯します。 

■ 画面は作業時の状態に戻ります。 


電源ランプがオフになります。 
画面が消去されます。 
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5 電源オプション 


多くのデフォルト電源設定は Windows のコントロールパネルで変更できます。たとえば、警告音を 
設定してバッテリパックの口ーバッテリ時に警告したり、電源ボタンのデフォルト設定を変更したり 
することができます。 

コンピュータの電源がナンの場合、デフォルトでな下のように動作します。 

• Fn + F 3 キーを巧すと、ナペレーティングシステムからスリープボタンが呼び出され、スタンバ 
イが開始されます。 

• デフォルトでは、ディスプレイの画面表示がオフになり、スタンバイが開始されます。ディスプ 
レイを閉じると、ディスプレイスイッチがアクティブになります。 



ミ主記 HP モバイルデータプロテクションじよってドライブの動作が一時的に停止した場合、 
スタンバイまたは休止状態は開始されず、ディスプレイはオフになります。 


[電源オプションの プロパティ] の表示 

[電源オプションの プロパティ] を表示するには、次の手順を行います。 

• タスクバーのち端にある通知領域の[電源メータ ー] アイコンをちクリックし、[電源プロパティ 
の調整]をクリックします。 

-または- 

• [スター ト > コント ロール パネル > パ フナー マンスとメンテナンス > 電源オプション]を選択し 

ます。 
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[電漏メーター]アイコンの表示 

デフオルトでは、[電源メータ ー] アイコンがタスクバーのち端にある通な領域にま示されます。コン 
ピュータがバッテリ電源で動作している場合と外部電源で動作している場合でアイコンのおがをわり 
ます。 


[電源メーター]アイコンを通な領域から削除するには、次の手順を行います。 

1. 通矢 D 領域の[電源メータ ー] アイコンをちクリックし、[電源プロパティの調整]をクリックしま 
す。 

2. [詳細設定]タブをクリックします。 

3. [アイコンをタスクバーに常に表示する]チェックボックスをナフにします。 

4. [適用]をクリックし、 [0 のをクリックします。 

[電源メーター]アイコンを通知領域に表示するには、次の手順を行います。 

1. [スタート> コントロールパネル > パフォーマンスとメンテナンス > 電源オプション]を選巧し 

ます。 

2. [詳細設定]タブをクリックします。 

3. [アイコンをタスクバーに常に表示する]チェックボックスをナンにします。 

4. [適用]をクリックし、 [0 のをクリックします。 


を記 タスクバーのち端の通知領域に配置したアイコンが表示されない場合、通知領域の[隠 
U れているインジケータを表示します]アイコン（ド]またはド <]) をクリックします。 
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電源オプションの設定または変更 

[電源オプションのプロパティ]ダイアログボックスの[電源設定]タブで、システムコンポーネント 
に電源レベルを割り当てます。コンピュータをバッテリで巧巧するか、外部電源で巧巧するかに応じ 
て異なる設定を割り当てることができます。 

電源設定で、指定した時間を経過した後にスタンバイを開始したり、ディスプレイやハードドライブ 
をオフにしたりすることもできます。 

電源オプションを設定するには、次の手順を行います。 

1. 通知領域の[電源メータ ー] アイコンをちクリックし、[電源プロパティの調整]をクリックしま 
す。 

2. [電源設定]タブをクリックします。 

3. 変更する電源設定を選択し、一覧のオプションを調整します。 

4. [適用]をクリックします。 

セキュリティプロンプトの設定 

セキュリティ機能を追加して、コンピュータの電源を入れたとき、あるいはスタンバイまたは休止状 
態からの復帰時にパスワードの入力を要求することができます。 

パスワードプロンプトを設定するには、次の手順を行います。 

1. 通知領域の[電源メータ ー] アイコンをちクリックし、[電源プロパティの調整]をクリックしま 

す。 

2. [詳細設定]タブをクリックします。 

3. [スタンバイから回復するときにパスワードの入力を求める]チェックボックスをオンにします。 

4. [適巧]をクリックします。 
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6 プロセッサのパフナーマンスコントロー 
ル 


A ミ主意 過熱の原因となるので、通気孔をふさがないでください。コンピュータは固い平らな面 
で使巧してください。プリンタなどの硬い物や、クッション、厚い敷物、布などの柔らかい物 
で通風口がふさがれないようにしてください。過熱によりコンピュータが損傷したり、プロセ 
ツサのパフオーマンスが化下する可能性があります。 



を記 バツテリ電源より外部電源を使用したちが動作が高速になる場合があります。バツテリ 
電源のバッテリ容量が著しく化下すると、節電のためにプロセツサのま度やグラフィックスの 
パフオーマンスが化下する場合があります。 


Windows XP では、電源設をの選択によりプロセッサのパフナーマンスコントロールを管理できま 
す。パフォーマンスと節電のバランスがとれた処理速度を設定できます。 

プロセッサのパフォーマンスコントロールは[電源オプションのプ□パテイ]ダイアログボックスで 
管理します。 

Windows XP のプロセッサパフォーマンスコントロールを表示するには、次の手順を行います。 

▲ [スタート > コントロールパネル > パフオーマンスとメンテナンス > 電源オプション]を選択し 

ます。 


選巧した電源設定により、コンピュータを外部電源じち続した場合またはバッテリ電源にち続した場 
合のプロセッサの動作がみまります。外部電源またはバッテリ電源の各電源設定で個別のプロセッサ 
の状態を設定します。 

電源オプションを設定した後は、コンピュータプロセッサのパフォーマンスを制御するための操作は 
不要です。次の表は、電源設定に応じた外部電源およびバッテリ電源のプロセッサパフォーマンスを 
示しています。 


電源設定 

外部電源使用時のプロセッサパフオーマン 
ス 

バッテリ電源使用時のプロセッサパフォー 
ス■ンス 

自宅または会社のデスク 

常に最大限のパフオーマンスで動作します。 

パフォーマンスが態は CPU 要求に応じて決 
まります。 

ポータブル/ラップトップ（デ 

パフオーマンスが態は CPU 要求に応じて決 

パフォーマンスが態は CPU 要求に応じて決 

フオルト）* 

まります。 

まります。 

プレゼン テーシヨ ン 

パフオーマンスが態は CPU 要求に応じて決 
まります。 

パフォーマンスが態は CPU 要求に応じて決 
まります。 

常にオン 

常に最大限のパフオーマンスで動作します。 

常に最大限のパフォーマンスで動作します。 
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電源設定 

外部電源使用時のプロセッサパフホーマン 
ス 

バッテリ電源使用時のプロセッサパフオー 
7ンス 

最小限の電力の管理 

パフォーマンス状態は CPU 要求に応じてホ 
まります。 

パフオーマンス状態は CPU 要求に応じて決 
まります。 

バッテリの最大利用 

パフ ホーブ ンス状態は CPU 要求に応じて決 
まります。 

[バッテリの最大利用]をオンにすると 、 CPU 
パフオーマンスがほ下しますが、バッテリ 
の寿命が長〈なります。 

* [ポータブル/ラップトップ]の電源設定を使用することをお割めします。 


18 第 6 章 


プロセッサのパフオーマンスコントロール 
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7 バツテリパック 


充電ミ斉みのバッテリパックが装着され、外部電源に接続されていない場合、コンピュータはバッテリ 
電源で動作します。外部 AC 電源に接続されている場合、コンピュータは AC 電源で動作します。 

充電巧みのバッテリパックを装着したコンピュータが AC アダプタから供給される外部 AC 電源で動 
作している場合、 AC アダプタを取り外すと、電源がバッテリ電源に切り替わります。 



を記 AC 電源を取り外すと、ディスプレイの輝度が自動的に低下してバッテリが節電されま 
す。ディスプレイの輝度を上げるには、 Fn+F10 のホットキーを使巧するか、 AC アダプタを再 
接続します。 


作業環境に応じて、バッテリパックをコンピュータに装着しておくことも、ケースに保管することも 
巧能です。コンピュータを外部 AC 電源に接続している間、常にバッテリパックを装着していれば、 
バッテリパックの巧電が可能であり、停電のときに作業データが保護されます 

が、コンピュータの電源がオフのときや、外部電源に接続されていないとき、バッテリパックは徐々 
に放電します。 
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バッテリパックの取り付けまたは取り外し 

A ミ主意 1つのバッテリパックのみをコンピュータの電源として巧用しているときに、そのバッ 
テリパックを取り出す場合は、データの消失を防ぐため、休止が態を開始するかコンピュータ 
の電源を切ってから作業を行ってください。 

^ を記 バッテリパックの外観は機種によって異なります。 

バッテリパックを取り付けるには、次の手順を行います。 

1. バッテリベイを手前にしてコンピュータを裏返し、平らな面に置きます。 

2. バッテリパック （1) をバッテリベイにスライドさせて装着します。 

バッテリパックリリースラッチ （2) でバッテリパックが自動的に固定されます。 



バッテリパックを取り外すには、次の手順を行います。 

1. バッテリベイを手前にしてコンピュータを裏返し、平らな面に置きます。 

2. ち側のバッテリパックリリースラッチ （1) をスライドさせてから、左側のバッテリパックリリ 
-スラッチ （2) をスライドさせて、バッテリパックを解放します。 

gf * を記 両方のバッテリパックリリースラッチを同時にスライドさせることも可能です。 
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3. バッテリパックをコンピュータから取り外します（3)。 
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バッテリパックの充電 

バッテリの寿命を延ばし、バッテリ残量が正確に表示されるようにするには、な下のことにを意して 
ください。 


警告！ 飛行機の機内では、バッテリパックを巧電しないでください。バッテリパックを巧 
電すると、機巧の電子システムに悪影響を及ぼす可能性があります。 


• 新しいバッテリパックを巧電する場合、な下のことにを意してください。 

• バッテリパックの巧電は、コンピュータを外部電源に AC アダプタで接続した状態で行っ 
てください。 

• バッテリパックを充電するときは、コンピュータの電源を入れる前に完全に充電してくだ 
さい。 

• 使巧中のバッテリパックを充電する場合、な下のことにま意してください。 

• 通常の使用で完全ち電時の10パーセント程度になるまでバッテリパックを放電してからち 
電してください。 

• バッテリパックを充電するときは、コンピュータの電源を入れる前に完全に充電して〈だ 
さい。 

コン ピュータに装着したバッテリパックは、 コン ピュータが AC アダプタ、別売のドッキングデバ 
イス、または別売電源アダプタで外部電源に接続している間、常にち電されます。 

バッテリパックは、コンピュータの電源が入っているかどうかにかかわらず巧電されますが、電源を 
切ったときのちが巧電が早く完了します。バッテリパックが新しいか2週間な上使巧されていない場 
合、またはバッテリパックの温度がま温よりも高すぎたり低すぎたりする場合、充電に時間がかかる 
ことがあります。 

バッテリランプにレ: i 下のように充電状態が表示されます。 

• 点な：バッテリパックは充電中です。 

• 点滅：バッテリパックは口ーバッテリ状態になっています。巧電は行われていません。 

• 高速に点滅：バッテリパックは完全な口ーバッテリ状態になっています。充電は行われていま 
せん。 

• 消な：バッテリパックの充電が完了しているか、バッテリパックが装着されていない状態で 


バッテリパックの残量確認についての詳細は、 「 バッ テリパックの巧電監視 I を参照して〈ださし、。 

バッテリパックの充電監視 

ここでは、バッテリ残量の確認方まについて説明します。 
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正確な充電情報の表示 

すべてのバッテリち電インジケータを正確に表示するには、な下のことにま意してください。 

• 通常の巧用で完全充電時の10パーセント程度になるまでバッテリパックを放電してからち電し 
てください。 

• バッテリパックを充電するときは、コンピュータの電源を入れる前に完全に充電してくださし、。 

• 1か月な上使巧していないバッテリパックは、充電する前に調整して〈ださい。バッテリゲー 
ジの調整手順についての詳細は、 「 バッ テリゲージの調薛 I を参照して〈ださい。 

充電情報の画面表示 

ここでは、バッテリ充電インジケータの表示方まと読み方を説明します。 

充電情報の表示 

コンピュータに装着したバッテリパックの状態について情報を表示するには、な下のいずれかの操作 
を行います。 

• タスクバーのち端にある通知領域の[電源メータ ー] アイコンをダブルクリックします。 

-または- 

• [スタート > コントロールパネル>パフォーマンスとメンテナンス >電源ナプシヨン>電源メー 
夕一] タブを選択し ます。 

充電情報の読み方 

ほとんどの場合、巧電情報には、バッテリの状態がバッテリ残量のパーセントと残りの使用可能時 
間（分）で示されます。 

• パーセントは、バッテリパック内の電力の大まかな残量を示します。 

• 時間は、 現在のレベルでバッテリパックの電力を巧し >,緩かを廣合にバッテリパックを使巧でき 
る推定残り時間を示します。たとえば、 DVD の再生を開始すると残り時間が短くなり、停止す 
ると残り時間が長くなります。 

充電中、[電源メータ ー] 画面のバッテリアイコンの上に稲妻のおのアイコンが表示されます。 
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ローバッテリ状態への対処 

ここでは、出荷時設定の警告メッセージおよびシステム応答について説明します。口ーバッテリ状態 
の警告とシステム応答の設定は、 Windows コント ロール パネルの[電源オプション]で変更できま 
す。[電源オプション]ウィンドウでの設定は、ランプの状態には影響しません。 

ローバ ッ テリ状態の詳細 

ここでは、口ーバッテリおよび完全な口ーバッテリの状態を判断する方まについて説明します。 

ローバ ッ テリ状態 

コンピュータの電源としてバッテリパックのみを巧用しているときに、バッテリパックが口ーバッ 
テリ状態になると、バッテリランプが黄色で点滅します。 

完全な口ーバッテリ 

口ーバッテリ状態を解みしないと、完全な口ーバッテリ状態に入り、バッテリランプが高速に点滅し 
ます。 

完全な口ーバッテリ状態になると、システムは次のように応答します。 

• 休止状態が有効で、コンピュータの電源が入っているかスタンバイ状態のときは、休止状態が開 
始されます。 

• 休止状態が無効で、コンピュータの電源が入っているかスタンバイ状態のときは、短い時間スタ 
ンバイ状態になってから、システムが終了します。このとき、保巧していない情報は失われま 
す。 

休止状態が有効になっていることを確認するには、次の手順を行います。 

1. [スタート > コントロールパネル > パフォーマンスとメンテナンス > 電源オプション > 休止状 
態]タブを選がします。 

2. [休止巧態を有効にする]チ；！:ックボックスがオンになっていることを確認します。 
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ローバ ッ テリ状態の解決 


A を意 コンピュータが完全な口ーバッテリ状態になり、休止が態が開始された場合は、電源ラ 
ンプが消灯するまで電源を入れないでください。 

外部電源が使用可能な場合 

外部電源が使用できる場合にローバッテリ状態を解ホするには、な下のいずれかを接続します。 

• AC アダプタ 

• 別売のドッキングデバイス 

• 別売電源アダプタ 

充電済みのバッテリパックが使用可能な場合 

充電ミ斉み/ くッテリパックを使巧できる場合に口ーバッテリ状態を解みするには、次の手順を行いま 
す。 

1. コンピュータの電源を切るか、休止状態を開始します。 

2. 充電ミをみバッテリパックを装着します。 

3. コン ピュ ータの 電源を入れます。 

電源が使用できない場合 

電源が使用できない場合に口ーバッテリ状態をおみするには、次の手順を行います。 

• 休止状態を開始します。 

-または- 

• 作業中のデータを保巧してコンピュータをシャットダウンします。 

休止状態から復帰できない場合 

休止が態を終了するための電力がコンピュータに残っていない場合に口ーバッテリ状態を解ホするに 
は、次の手順を行います。 

1. 充電巧みのバッテリパックを装着するか、コンピュータを外部電源に接続します。 

2. 電源ボタンを短く押して、休止状態を終了します。 
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バッテリゲージの調整 

調整するタイミング 

バッテリパックを頻繁に使巧している場合でも、1か月に2回な上バッテリゲージを調整する必要 
はありません。また、新しいバッテリパックを初めて使巧する前にバッテリゲージを調整する必要 
はありません。バッテリゲージの調整は、 W 下の場合に必要です。 

• バッテリ充電情報の表示が不正確な場合 

• バッテリの通常の動作時間が極端に変化した場合 

• バッテリパックを1か月な上使巧していない場合 

バッテリゲージの調整方法 

バッテリゲージを調整するには、バッテリパックを完全に充電し、完全に放電してから、再び完全 
にち電します。 

手順1:バッテリパックの巧電 

バッテリパックは、コンピュータの電源が入っているかどうかにかかわらず巧電できますが、電源を 
切ったときの方が充電が早く完了します。 

/ K 警告！ 飛行機の機巧では、バッテリパックを巧電しないでください。バッテリパックを巧 
電すると、機巧の電子システムに悪影響を及ぼす可能性があります。 

バッテリパックを巧電するには、次の手順を行います。 

1. コンピュータにバッテリパックを取り付けます。 

2. コンピュータを AC アダプタ、別売電源アダプタ、または別売のドッキングデバイスに接続し、 
そのアダプタまたはデバイスを外部電源に接続します。 

コンピュータのバッテリランプが点灯します。 

3. バッテリパックが完全に巧電されるまで、コンピュータを外部電源に接続しておきます。 

充電が完了すると、コンピュータのバッテリランプが消灯します。 
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手順 2: バッテリパックの放電 

バッテリパックを完全に放電する前に、休止状態を無効にします。 

休止状態を無効にするには、次の手順を行います。 

1. [スタート > コントロールパネル > パフォーマンスとメンテナンス > 電源オプション > 休止状 
態]タブを選択します。 

2. [休止状態をち効にする]チェックボックスをオフにします。 

3. [適用]をクリックします。 

バッテリパックの放電中は、コンピュータの電源を入れたままにする必要があります。バッテリパッ 
クは、コンピュータを使用しているかどうかにかかわらず放電できますが、巧巧している方が放電が 
早く完了します。 

• 放電中にコンピュータを放置しておく場合は、放電を始める前に作業中のファイルを保巧してく 
ださい。 

• 放電中にコンピュータをときどき巧巧し、省電力設定を利用していた場合、放電処理中はシステ 
ムの動作が次のようになります。 

• モニタが自動的にナフになりません。 

• コンピュータがアイドル状態のときでも、ハードドライブの速度が自動的に化下しません。 

• システムによる休止状態の開始が実行されません。 

バッテリパックを完全に放電するには、次の手順を行います。 

1. タスクバーのち端にある通知領域の[電源メータ ー] アイコンをちクリックし、[電源プロパティ 
の調整]をクリックします。 

-または- 

[スタート > コントロールパネル> パフォーマンスとメンテナンス > 電源オプション]を選択し 

ます。 

2. バッテリゲージ調整後に設定を元に戻せるように、[バッテリ使用列と障源に接続]列の4つ 
の設定をメモしておきます。 

3. これら4 つの オプションをすべて[なし]に設定します。 

4. [0 のをクリックします。 

5. コンピュータを外部電源から切断します。ただし、コンピュータの電源は巧らないでぐどさい。 

6. バッテリパックが完全に放電するまで、バッテリ電源でコンピュータを動作させます。バッテ 
リパックを口ーバッテリ状態になるまで放電すると、バッテリランプが黄色で点滅し始めま 
す。バッテリパックが完全に放電すると、バッテリランプが消灯して、コンピュータの電源が 
切れます。 
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手順 3: バッテリパックの再充電 

バッテリパックを再ち電するには、次の手順を行います。 

1. コンピュータを外部電源に接続して、バッテリパックが完全に再充電されるまで接続したまま 
にします。巧電が完了すると、コンピュータのバッテリランプが消なします。 

バッテリパックの再ち電中でもコンピュータは使用できますが、電源を切ってお〈方が巧電が 
早く完了します。 

2. コンピュータの電源を切っていた場合は、バッテリパックが完全に充電されてバッテリランプ 
が消'灯した後で、コンピュータの電源を入れます。 

3. [スタート > コントロールパネル > パフォーマンスとメンテナンス > 電源オプション]を選巧し 

ます。 

4. 博源に接綺列と[バッテリ使闹列の項目を、記録しておいた設定に戻します。 

5. [0 のをクリックします。 


A を意 バッテリゲージの調整後は休止状態を再び有効にしてください。休止状態を有効にしな 
いと、完全になくなるまでバッテリ電力を消'費し続けてデータが失われる恐れがあります。 

休止状態をちびち効にするには、[スタート>コントロールパネル>パフォーマンスとメンテ 
ナンス>電源オプション>休止状態]タブを選択します。次に、[休止状態を有効にする]チェ 
ックボックスをオンにし、[適用]をクリックします。 
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バッテリの節電 

な下に示すバッテリ節電方法および設定に従うと、1回の充電でのコンピュータの動作時間を長くす 
ることができます。 

作業中の節電 

コンピュータの巧用時に節電するには、次の手順を行います。 

• ネットワークに接続する必要がないときは無線接続と LAN 接続をオフにして、モデムを使用す 
るアプリケーシヨンを使用後すぐに終了します。 

• 外部電源に接続されておらず、巧用していない外付けデバイスを取り外します。 

• 巧巧していない外付けメディアカードを停止するか、無効にするか、または取り外します。 

• 取り付けられているデジタルカードを無効にするか、取り外します。 

• 必要に応じて画面の輝度を調節するには、 Fn + F 10 および Fn + F 9 のホットキーを巧用します。 

• 内蔵スピーカの代わりに、別売の電源付きスピーカーを使用します。または、必要に応じてシス 
テム警告音の音量を調節します。 

• 画面をコンピュータディスプレイから外付けディスプレイデバイスに切り替えるには、 Fn + F 4 
キーを押します。 

• しばらく作業しないときは、スタンバイまたは休止状態を開始するか、コンピュータをシャット 
ダウンします。 

節電の設定 

コンピュータの節電を設定するには、次の手順を行います。 

• スクリーンセーパ'—が起動するまでの時間を短くし、グラフィックスや動きが少ないスクリー 
ン セ —バーを選択します。 

スクリーンセーバーの設定を表示するには、次の手順を行います。 

[スタート> コントロ ールパネル > 表示とテーマ > スクリーンセーバーを選択する]を選巧しま 
す。 

• オペレーティングシステムの[電源設定]で省電力設定を選択します。詳細については、 「 雷 源才 
プシヨンの鼓をまたは をず I を参照して〈ださい。 
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バッテリパックの保管 


/ K 警告！ 危険なので、コンピュータに付属のバッテリパック、 HP から提供されている交換パ' 
ッテリパック、または HP 製の付属品として販売されている互換バッテリパックな外は使巧 
しないでください。 


/\ ミ主意 故障の原因となるので、バッテリパックを温度の高い場所に長時間放置しないで〈ださ 
い。 


2過間な上コンピュータを巧巧せず、外部電源から切り離してお〈場合は、すべてのバッテリパック 
を取り出して別々に保管します。 

保管中にバッテリパックが放電するのを抑えるには、バッテリパックを気温や湿度のほい場所に保 
管します。 

1か月な上保管したバッテリパックを使巧するときは、最初にバッテリゲージの調整を行ってくださ 
し、。 


使用済みバッテリパックの廃棄 


/ K 警告！ 化学薬品による义傷や発义の恐れがありますので、バッテリパックをつぶしたり、穴 
を開けたりすることは絶対におやめください。また、接点をシヨートさせたり、水や义の中に 
捨てたりしないで〈ださい。さらに、 60° C より高温の環境に放置しないでください。交換の 
際は、このコンピュータでの巧用が認定されているバッテリパックだけを使用してくださし、。 


バッテリパックの廃棄については、『が足、安全、 および環境に関するごを意 I を参照して〈ださし、。 
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